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 感染症の拡大は団体事業にも大きな影響を及ぼし

事業計画や予算の変更も多々ありましたが、中期 5

ヶ年計画策定プロジェクトを立ち上げ、5年後の目

標を見据えたうえで清水市民活動センター第 5期の

指定管理者に選定されたことは、大きな成果と言え

ます。 

 しかし、会員からは団体の事業は指定管理業務に

中心をおくべきではないという意見が出され、理事

会としても多様な事業への取り組みにより中間支援

組織としての幅を広げていきたいという趣旨の答弁

がありました。 

 また、コロナ関連対策への経費について静岡市か

らの補填についての質問があり、理事長から支出に

対して 16万円の補正とそのための契約変更をおこ

なったという報告がありました。

 

第 2号議案 令和３年度事業計画及び予算について 

 第 1号議案審議の際に意見が出ましたが、事業規模

としては市民活動センターの指定管理業務が大きな

比重を占めています。監査意見にもあった通り、5 年

間という指定管理期間を全うするためにも人材の確

保は一番の課題になります。 

 

 団体の独自事業である「しみず元気プロジェクト」

については、2年度に新たな展開がなかったがどのよ

うな形で事業を進めていくのかという質問がありま

した。担当者からは、「寄付つき商品で企業と NPO を

つなぐ事業を 3名のチームで取り組んできたが、新た

に協力企業を開拓することや既に協力してくれてい

る事業者への責任を少人数で背負うのは厳しい」とい

う率直な声が聞かれました。 

 理事会では担当理事を決めその進め方を考える方

針が出ていますが、プロジェクトチームを作りより多

くの人数で取り組むべきであるという意見や、「ふる

さと応援寄附金等による NPO 等指定寄附事業」を活

用についての提案もありました。この件については理

事会で再度協議し会員のみなさまに提案していきま

す。話を聞いてくれそうな企業やマッチングの機会を

求めている NPO の紹介や、活動への参加をお待ちし

ています。 
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第 9 回定期総会終了 

Vol.30 

 

6 月 10日、清水市民活動センター第 1会議室を

会場に総会を開催しました。 

 ※参加状況 

 会員総数 22名 

委任状５、書面表決書２、出席者 14 

※新入会 増井慶子さん 

感染症拡大の影響で、昨年の４、５月は市民活動セ

ンターも一般の利用ができない状態でした。1年が経

過し、活動を再開した団体が徐々に利用するようにな

り、NPOサポート・しみずも総会の場で久しぶりに

会員同志が顔を合わせることになりました。 

第 1号議案 令和 2年度事業報告及び決算について 

監査報告の要点 

・コロナ禍の影響により増加している生活困窮者を支援する団体への一層の支援の必要性 

・情報発信ツールとしてのWEB ページの充実 

・次世代を担う人材育成 

・感染症対策のための経費の増加と持続化給付金によるその補填について確認 



 

利用登録団体と創る                       今年もとりやめになった清水の七夕 

清水市民活動センター                      に代えて、センターで飾り作りを 

たなばた 2021               しています。みなさんの願いを

お寄せください。 

コロナ禍の影響は今後も続き、社会が抱える課題も

一層多様化、複雑化していくことが予想されます。 

また活動への制約や資金難により多くの NPO 自体が

厳しい状況にあるのも事実です。 

書面評決書で、中間支援をおこなう団体として役割

を果たすべきであるという意見を寄せてくださった

方もあるとおり、私たちは襟を正してミッション達成

に臨まなければなりません。 

 今年度もみなさまの一層のご理解、ご協力をお願い

いたします。 

 

しみず元気プロジェクト 
 静岡市内の企業や商店が取り扱っている特定の商品を『寄付つき商品』 

 として販売し、売り上げの一部を市民活動団体や NPO法人に贈る取り 

組みです。 

NPOサポート・しみずが、どのような活動や団体に支援をしたいのか 

を企業に聞き、ふさわしい団体につなぎます。 

双方が合意した段階で覚書を交わして支援が始まります。 

 この仕組みの認知度が上がることで協力企業や支援を希望する団体も 

 増えていきます。リーフレットの配布からぜひご協力ください。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

清水市民活動センター事業にご協力を！ 
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寄せられた短冊を
壁面に飾ります。 


